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第１回菩提山城跡歴史講演会

江濃国境の城

菩提山城は竹中半兵衛重治の居城として有名です。竹中氏は本来

揖斐郡大御堂城を居城としていました。なぜ竹中氏は本拠を菩提

山に移したのでしょうか。そこには菩提山が江濃国境に位置する

ことに重要な鍵があるようです。

さらに菩提山城跡は戦国時代後半の発達した城郭構造を残してお

り、単なる竹中氏の居城ではなさそうです。その構造を分析する

ことで戦国時代の垂井の新たな歴史を解明したいと思います。

菩提山城跡

０５８４－２３－３７４６

タルイピアセンター

講　　師

無料（要申込み　先着１００名）

ワイワイプラザ垂井　ワイワイホール

中井 均

会　　場

参 加 費

申 込 先

電話番号

菩提山城復元イラスト：香川元太郎

町では、令和５年から菩提山城跡の国史跡指定を目指して、総合調査検討委員会を

設置し、様々な調査を進めています。その調査内容について、広く皆様に知ってい

ただくため、城郭研究の第一人者である中井均氏の講演会を開催します。

滋賀県立大学名誉教授
垂井町菩提山城跡総合調査検討委員会委員長

中井先生のコメント

岐阜県不破郡垂井町 1532-1
（旧役場庁舎跡地）
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